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食の安全が重視される中、食中 毒の原因菌のひとつ

で あ る に つ い て 、 一 肉 用 鶏 農 場 で 浸 潤Ca m p y l o b a c t e r

状 況 と疫学的調査を行ったので概要を報告する。

【 方 法 】 平 成 15年 4月 か ら 18年 1 2月 に か け 肉 用 鶏 農 場

Ａで、複数の鶏群や飼料 、飲水やネズミの糞等を材料

に 分 離 培 養 を 行 い の 有 無 を 調 査 し た 。Ca m p y l o b a c t e r

ま た 、 本 菌 の鶏群への侵 入が雛由来であるかを確認す

るため、Ａ農場から分与された 12日 齢 雛 ３ 羽を当所実

験 室 内 で ８ 週 齢 ま で 飼 育 し ､本 菌 の 浸 潤 に つ い て 農 場

。 、の同一ロット鶏と比較した 分離菌は PCR法 で 同定後

PCR-R FLP ( ） 法restric ti on fr agme nt length polymorphism

で 菌 体 鞭 毛 の遺伝子型別 を行い、Ａ農場近隣のＢ農場

や他の系列農場、採卵鶏農場由来株とも比較した。

【結果及び考察】Ａ農場では、鶏が 4～ 6週 齢 に な ると

が 鶏 糞 か ら 分 離 さ れ 始 め 、 出 荷 時 に はCa m p y l o b a c t e r

ほ と ん ど の 鶏群に浸潤し た。一方、農場の他の材料か

らは検出せず、実験室の 鶏からも検出されなかった。

分離株は全て ( )で 、 鞭 毛遺Campyl oba cte r j ej uni C. j.

伝 子 型 別 で 数種のパター ンに分類され、鶏のロットに

よって検出パターンは変 動した。また、Ｂ農場由来株

とは共通のパターンを示 し、他農場由来株とは異なる

パターンを示した。以上 のことから、Ａ農場と近隣農

、 。場は疫学的関連があり 媒介要因の存在が示唆された


